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取締役会長 吉永泰之

2 0 1 8 年 6 月 の 株 主 総 会 を も ち ま し て 、 社 長 お よ び C E O を 退 任
しました。
2011年6月の社長就任時よりずっと思っていることは、自動車
業 界 で の 世 界 シ ェ ア が わ ず か 1 ％ で あ る 当 社 は 、 規 模 の 小 さ い
会社の戦い方をしないと、厳しい競争環境の中で生き残れない
ということです。持続的に成長していくための唯一の道は、お
客様に魅力的だと感じていただける「付加価値」を付け、徹底
した「差別化」を図ることだと考えました。
フルラインアップを揃えて全市場でビジネスを展開するのでは
なく、ＳＵＢＡＲＵの強みを発揮できる分野や市場に特化し、
限られた経営資源を注力しました。結果として、北米を中心と
する多くのお客様からお求めいただき、世界販売台数、業績は
大幅に成長し、企業価値を上昇させることができました。

社長在任期間の総括

「真に正しい会社」へ生まれ変わるために企業風土の改革を、覚悟を持って推進します。

会長メッセージ

完 成 検 査 お よ び 燃 費 ・ 排 出 ガ ス 測 定 に 関 わ る 不 適 切 事 案 を 重 く 受 け 止 め 、 Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ で は
「 正 し い 会 社 を つ く る 活 動 」 を 推 進 し 、 組 織 風 土 の 一 新 に よ っ て お 客 様 か ら の 信 頼 回 復 に
努 め て い ま す 。
2018年7月に発表した新中期経営ビジョン「STEP」では、”Change the Culture”をスローガンに
組織風土改革を重点テーマとし、「正しい会社をつくる活動を加速させること」と「風土改革に
向けた持続的な取り組み」を掲げています。今回の不適切事案を製造現場に限った問題とするので
はなく、全社的な組織風土の課題として捉え、全社一丸となって真摯に活動に取り組んでいます。

「 正 し い 会 社 を つ く る 活 動 」 を 全 社 で 推 進

特集：「真に正しい会社」になるために
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お 客 様 ・ 社 会 ・ 社 員 か ら 信 頼 さ れ る 「 真 に 正 し い 会 社 」 の 実 現 を 目 指 し ま す 。 実 現 に は 「 事 業 ・ 業 務 ・
行 動 が 正 し く 行 わ れ て い る こ と 」 「 会 社 と し て の 活 動 が 、 社 会 か ら 認 め ら れ 、 支 持 さ れ る こ と 」 「 社 員
全員が、誇りを持って働き、成長できること」の3つが不可欠だと考えています。そして活動を通じて、
一人ひとりが元気で闊達な何でも言える組織風土への変革を果たします。
2 0 1 8 年 4 月 に 新 設 さ れ た 、 正 し い 会 社 推 進 部 お よ び コ ン プ ラ イ ア ン ス 室 が 中 心 に な り 、 現 在 全 社 的 な
活 動 を具体的に推進しています。

目 指 す 姿

Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ グ ル ー プ に お け る 持 続 的 な 企 業 価 値 向 上 は 、 付 加 価 値 を 上 げ る こ と に あ る と 考 え
て い ま す 。 そ れ は Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ と い う ブ ラ ン ド の 魅 力 を い か に 高 め て い く か と い う こ と で す 。
近 年 、 Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ の ブ ラ ン ド 力 は 大 き く 向 上 し ま し た 。 し か し 、 真 に 実 力 を つ け 、 さ ら に
皆 様 に 信 頼 さ れ る ブ ラ ン ド へ と 進 化 す る た め に は 一 層 の 努 力 が 必 要 で す 。 新 経 営 体 制 の も と 、
こ れ か ら 「 足 元 を 固 め る 」 地 道 な 活 動 を 全 社 一 丸 と な っ て 取 り 組 ん で ま い り ま す 。 今 後 と も
Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ へのご支援をどうぞよろしくお願い申し上げます。

完成検査及び燃費・排出ガス測定に関する不適切事案について

持続的な企業価値向上に向けて

当社群馬製作所の完成検査工程における一連の不適切事案により、お客様をはじめ、ステークホルダー
の皆様に、大変なご心配とご迷惑をおかけしておりますこと、心よりお詫び申し上げます。
一連の不適切行為の一因である「企業風土」の改革を推し進める組織として、「正しい会社推進部」
お よ び 「 コ ン プ ラ イ ア ン ス 室 」 を 2 0 1 8 年 4 月 に 新 設 し ま し た 。 「 正 し い 会 社 推 進 部 」 で は 、
お 客 様 や 社 会 に 信 頼 さ れ る 「 真 に 正 し い 会 社 」 と な る た め の 全 社 的 な 活 動 を 企 画 ・ 推 進 し 、
今 回 の 事 案 に 対 す る 再 発 防 止 策 の 遂 行 、 本 質 的 な 課 題 解 決 に 向 け 、 徹 底 的 に 取 り 組 み ま す 。
また「コンプライアンス室」では、全社的な法令順守への取り組みのさらなる強化および全社員
のコンプライアンス意識の改革に繋がる活動を企画・推進していきます。

真に正しい会社へ

そ の 一 方 で 、 今 回 の 不 適 切 事 案 の ほ か 品 質 課 題 の 増 加 な ど 、
急激な成長に当社の実力が追いつかなかったと感じています。
今 後 、 Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ の 経 営 実 務 は 全 て 中 村 社 長 に 任 せ 、 私 は
企業風土改革、コンプライアンスに専念します。

https://www.subaru.co.jp/csr/kensa.html
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航空宇宙カンパニー部品用品本部

商品企画本部調達本部

正 し い 会 社 を つ く る 活 動 の ス タ ー ト と し て 、 社 内 の 全 て の 膿 を 出 し 切 り 、 過 ち を 二 度 と 繰 り
返さない会社となるべく、全社一斉の「自分の仕事総点検」活動を実施しました。全社員が一旦
立ち止まり、自らの職場や業務におかしな点はないかを確認し、職場で改善策を話し合った上で、
具 体 的 な 改 善 に 向 け て 取 り 組 ん で い ま す 。 ま た 、 職 場 で の 解 決 が 困 難 な 課 題 や 全 社 的 な 課 題
な ど に ついては、経営陣を交えて議論し、改善を進めています。

全社一斉の「自分の仕事総点検」1

活 動 内 容

写真：正しい会社通信(表紙Vol.1～5) 

全 従 業 員 に 向 け た 活 動 に 対 す る 啓 発 と 理 解 促 進 、 全 社 の 情 報 共 有 、 活 動 の 見 え る 化 と 活 性 化 を
目的とし、社内報「秀峰」の別冊として「正しい会社通信」を毎月発行しています。職場では、
読 み 合 わ せ の 機 会 を も う け る な ど 、 自 部 門 の 取 り 組 み 改 善 に 活 用 し て い ま す 。

「正しい会社通信」の定期発行2
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コ ン プ ラ イ ア ン ス の 意 識 醸 成 と 理 解 促 進 を 図 る べ く 、 全 従 業 員 が し っ か り と 理 解 で き る 内 容 に
落 と し 込 ん だ 「 コ ン プ ラ イ ア ン ス マ ニ ュ ア ル ・ エ ッ セ ン シ ャ ル 版 」 を 発 行 。 グ ル ー プ 会 社 を
含 む 全 従 業 員 へ 配 布 を し て い ま す 。

「コンプライアンスマニュアル・エッセンシャル版」の発行5

さらなるコンプライアンスに関する知識・意識強化に向け、2018年度は従前の研修に加えて、
グループ会社を含めた管理者を対象とした「規範意識強化教育」を実施しました。また、中間層を
対象とした研修では、役員自らが講師となり、コンプライアンスの重要性を語りました。

コンプライアンス教育の強化4

ＳＵＢＡＲＵでは「より働きやすく、働きがいのある会社の実現」に向け、全正規従業員を対象
とした「従業員意識調査」を実施しています。2018年度は、正しい会社をつくる活動を通じた
職 場 風 土 の 変 化 や コ ン プ ラ イ ア ン ス に 関 す る 知 識 ・ 意 識 の 定 着 状 況 な ど を 確 認 す る 質 問 項 目 を
設け、全 社 活 動 の P D C A を 回 し て い ま す 。

従業員意識調査の活用3

一 人 ひ と り が 元 気 で 闊 達 な 何 で も 言 え る 組 織 風 土 づ く り を 推 進 し て い く 一 方 で 、 上 司 に 伝 え る
こ と が 難 し い 場 合 な ど に 声 を 上 げ ら れ る 仕 組 み と し て 、 コ ン プ ラ イ ア ン ス ・ ホ ッ ト ラ イ ン の
さらなる活用に取り組んでいます。
働く皆がより活用しやすい仕組みとすべく、2018年9月より外部窓口の名称を「コンプライアンス
従業員相談窓口」へと変更しました。携帯カードおよび掲示ポスターを一新し、社内イントラネット
の画面上に掲載するなど、全従業員への再周知を図っていく予定です。

な お 、 コ ン プ ラ イ ア ン ス に 関 わ る 体 制 ・ 活 動 全 般 に つ き ま し て は 、 「 コ ン プ ラ イ ア ン ス 」 の
ページもご参照ください。

コンプライアンス・ホットラインのさらなる活用6

https://www.subaru.co.jp/csr/compliance.html



